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耳 考 察 ご

(1)1本 当平均側枝本数は,第1区,第 双・区に誇いては搾制効果が逆になつているが・Ss,$.

むね本数は減少 して撫 参,効 果があらわれているとみなしてさしつかえないδ

(2)1本 当平均側枝長については,第H区 が最 も短 く,第1区 が最 も長い。 したがつて,抑
'制効果は

.そ れほ ど明確にはあらわれていなタい。

(3}い ずれの抑捌効果 も,こ れが結論的なものでなく,今 後の変化が推察されるので,ひ き

つづ き変動推移を調査 してゆきたい。

6.固 定標準地による北海道演習林 カラマツ

幼令林の成長推移 と被害状況の調査

青 木 尊 重 中 島 誠

柿 原 道 喜 今 田 盛 生

!研 究の目的

北海道 の主要造林樹であるカラマツは,十 勝地方ではζとに普及度は高 く,本 演習林に細

いて も主位を占め.そ の造林衝積は年々増大の一途をたどつている。 しかるに,本 演習林は

創立以来日左か浅 く,カ ラマツ精栽林の実態は充分に把握されていない⇔そこで,昭 和55

年7月 に 璽年生造林地 よblo欄 の固定標準地 を設定 してs連 年被害状況壕らびに樹高,直

径成長 を調査するものである。



亙 方法慶 よび経過

昨年度玄では樹高は毎木測定 していたが,樹 高 党相当成長 し,う っ閉度が非常に強 くなつ

て測定に支障をきたすので,本 年度か らは10本 につ き塔本の割合でポ■…ルにて測定するこ

とにしたい。直径については,昨 年度まで根元直径を毎木測定 したが.本 年渡からは,材積算

出の段階に到達 したとみなされるので,胸 高直径にきbか えた。本年度測定は11月 下旬に

実施 し,そ の結果を当初測定値 と共に示せば,次 の成績表のとおりである。



ところで,本 年度 までの全 プロツ トの平均根元直径および平均樹高を曲線に して示す と次

の図のとおりである。

夏 今後の見通 し

明年度からは便宜的左材積表に より.今 後 も連年調査を継続 して.将 来は本演習林のカラ

マツ林収穫表調製のデ齢タとしたい。


